
　

こ
の
5
月
、専
門
家
を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
域
医
療
・
地
域

介
護
と
の
対
話
」を
東
京
で
開
い
た
。そ
の

縁
で
8
月
に
は
現
地
の
医
療
機
関
や
介
護

拠
点
を
訪
ね
た
。と
く
に
印
象
深
い「
登
録

医
」や「
民
営
化
」に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

医
師
1
人
で
平
均
1
6
0
0
人
担
当

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン（
総
人
口
9
2
0
万
人
）

の
医
療
は
公
費
で
、医
療
機
関
も
原
則
公

営
で
あ
る
。21
の
ラ
ン
ス
テ
ィ
ン
グ（
県
）

が
医
療
行
政
を
担
い
、県
予
算
の
約
9
割

は
医
療
関
係
費
だ
。一
方
、2
9
0
の
コ

ミ
ュ
ー
ン（
市
）は
介
護
を
含
む
福
祉
を
一

手
に
担
う
。

　

医
療
機
関
の
役
割
分
担
は
明
確
で
、初

期
診
療
の
地
区
診
療
所（
約
1
1
4
0
）、

地
域
病
院（
約
60
）、高
度
医
療
の
広
域
医

療
圏
病
院（
8
）が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い

る
。

　

住
民
は
地
区
診
療
所
の
医
師
を
選
び
登

録
・
受
診
す
る
。必
要
な
際
は
専
門
医
や
病

院
を
紹
介
さ
れ
治
療
・
入
院
す
る
。

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム（
約
2
0
0
万
人
）で

は
地
区
診
療
所
の
医
師
1
人
が
1
6
0
0

人
前
後
を
担
当
す
る
が
、受
診
回
数
は
極

め
て
少
な
い（
O
E
C
D
デ
ー
タ 

2
0
1

0
で
日
本
の
年
間
13
・
4
回
に
比
べ
2
・
8

回
）。

　

報
酬
は
登
録
住
民
数
に
応
じ
6
～
64

歳
で
年
間
6
2
3
ク
ロ
ー
ナ（
最
近
の
為

替
レ
ー
ト
13
円
で
約
8
1
0
0
円
、65
歳

以
上
1
5
9
5
ク
ロ
ー
ナ
、
5
歳
未
満

7
4
1
ク
ロ
ー
ナ
）、こ
れ
に
医
師
の
往
診

（
1
回
5
0
0
ク
ロ
ー
ナ
）、看
護
師
の
訪

問（
同
50
ク
ロ
ー
ナ
）等
が
加
算
さ
れ
る
。

県
議
会
や
医
師
に
聞
く
と
、地
区
診
療
所

医
師
の
年
収
は
平
均
1
0
0
0
万
円
程
度

と
意
外
に
低
い
。

眼
科
も
耳
鼻
科
も
兼
ね
る
総
合
医

　

最
南
部
の
ス
コ
ー
ネ
県
エ
ス
ロ
ブ
市（
約

3
万
人
）で
、公
営
の「
ト
ー
ベ
ル
ド
地
区

診
療
所
」を
訪
ね
た
。

　

平
屋
の
簡
素
な
建
物
だ
が
、職
員
数
は

約
50
人
、う
ち
医
師
8
人
、研
修
医
3
人
、

O
T
、P
T
、心
理
士
ら
も
常
駐
し
、日
本

な
ら
小
さ
な
病
院
の
規
模
。た
だ
し
、レ
ン

ト
ゲ
ン
も
超
音
波
エ
コ
ー
も
な
い
。

　

約
1
・
1
万
人
の
住
民
が
登
録
、休
日
も

受
け
付
け
、訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
も
業

務
、1
日
の
外
来
は
平
均
75
～
80
人
、夜
間

は
地
域
病
院
に
ま
か
せ
る
。

　

所
長
の
ハ
ー
マ
ン
ソ
ン
医
師
は「
私
を

選
ぶ
住
民
は
約
2
0
0
0
人
。医
師
ご
と

■
地
域
医
療

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
み
る
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療
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ス
リ
ム
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ウ
ェ
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デ
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療
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■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

に
平
均
化
が
難
し
い
。登
録
人
員
と
受
診

者
数
で
診
療
所
の
予
算
額
が
決
ま
り
、個
々

の
医
師
へ
の
配
分
で
は
な
い
」。驚
い
た
の

は
眼
科
、耳
鼻
咽
喉
科
の
検
査
や
処
置
、妊

産
婦
検
診
も「
総
合
医
」と
し
て
こ
な
す
こ

と（
写
真
）。

　

日
本
が
課
題
と
す
る「
総
合
医
」の
育
成

は
医
学
部
教
育
か
ら
根
本
的
に
見
直
す
ほ

か
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
医
療
の
長
所
は
負
担
の

軽
い
こ
と
、短
所
は
待
機
期
間
の
長
い
こ

と
。

　

自
己
負
担
は
年
齢
を
問
わ
ず
年
間
上
限

9
0
0
ク
ロ
ー
ナ
。25
％
の
付
加
価
値
税

に
代
表
さ
れ
る
高
負
担
の
お
国
柄
だ
が
、

入
院
で
も
最
高
1
万
円
余
で
済
む
安
心
感

は
大
き
い
。

　

逆
に
、子
ど
も
が
発
熱
し
て
地
区
診
療

所
に
電
話
し
て
も「
明
後
日
来
て
く
だ
さ

い
」な
ど
と
言
わ
れ
る
。

「
選
択
の
自
由
」と
い
う
民
間
参
入

　

2
0
1
0
年
か
ら「
患
者
の
地
位
強
化

法
」で
①
地
区
診
療
所
は
7
日
以
内
の
受

診
②
必
要
な
際
は
3
カ
月
以
内
に
専
門
医

の
診
察
③
同
じ
く
3
カ
月
以
内
の
手
術
が

定
め
ら
れ
た
。こ
れ
で
も
日
本
人
に
は
耐

え
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

　

現
在
の
中
道
右
派
政
権
は
、長
期
待
機

の
解
消
、医
療
費
効
率
化
へ
初
期
診
療
の

改
善
や
民
間
参
入
を
進
め
る
。ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
で
は
い
ち
早
く
住
民
が
自
由
に
医

師
を
選
べ
る
制
度
を
導
入
し
た
。地
区
診

療
所
の
ほ
ぼ
半
数
は
民
間
経
営
に
変
わ
り
、

地
域
病
院
も
全
国
で
初
め
て
1
カ
所
が
民

営
化
さ
れ
た
。

　

そ
の
民
営
化
第
1
号
の「
聖
ヨ
ー
ラ
ン

病
院
」
は
欧
州
の
病
院
チ
ェ
ー
ン
で
約

1
0
0
0
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
る
。ト

ヨ
タ
の
カ
ン
バ
ン
方
式
を
基
に
す
る「
リ
ー

ン
生
産
方
式
」を
採
用
し
、医
師
、看
護
師
、

P
T
、O
T
ら
は
チ
ー
ム
で
動
く
。白
板
に

担
当
表
、ボ
ー
ド
に
付
せ
ん
が
貼
ら
れ
、空

き
ベ
ッ
ド
、回
診
、手
術
等
の
情
報
が
一
目

で
分
か
る
。

　

民
営
化
さ
れ
て
も
診
療
報
酬
は
公
営
と

同
じ
。同
病
院
幹
部
は「
創
意
工
夫
、早
期

決
定
、明
確
な
目
標
設
定
、目
的
意
識
の
共

有
化
」と
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
た
が
、「
儲
か

る
の
か
？
」と
の
問
い
に
は「
将
来
的
に
は
」

と
微
苦
笑
し
た
。

　

病
床
数
は
人
口
千
人
当
た
り
2
・
9

床（
日
本
13
・
8
床
）、入
院
は
平
均
3
・
8

日（
同
一
般
病
床
18
・
5
日
）、医
療
費
の

G
D
P
比
は
9
・
1
%（
同
8
・
1
%
）。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
贅
肉
を
削
ぎ
落
と
す
医
療

を
目
指
す
。「
退
院
可
能
」で
あ
る
の
に
ナ
ー

シ
ン
グ
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、ケ
ア

ハ
ウ
ス
等（「
特
別
な
住
居
」と
位
置
付
け
）

の
受
け
入
れ
先
が
な
い
場
合
は
福
祉
担
当

の
市
が
県
へ
入
院
費
を
払
う
。こ
の
仕
掛

け
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に「
医
療
」よ
り「
介

護
」で
高
齢
化
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

眼科もこなす診療所の総合医
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